































































調査文 A 0 Sr G L D D1 D2 D3 D4 D5 06 Du
? Cr S S1 S2 S3 S4 S5 P
S1アガ．ル
?
一 一 十 一 十
?
一 十 一 一 一 一 一 一
?
一 十 一 一 一
?
S2ノポル 十 一 一 ｝
? ? ?


















S4アガル 皿 ・十 一 『 ｝
? ?


















S6アカ’ル 十 一 一 十 一
? ?




一 十 一 一 　 十
S7アガル 皿 十 一 十
? ? ?
一 一 一 一 一 一 一 一
?
一 十 一 　 一
?
S8ノホ’ル 一 十 十 一 一
? ?










一 ｝ 一 一 一 一 一 十
?




一 十 『 ｝
? ?












一 一 一 『 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 一
?




｛ 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 　
?
S14アがル 一 十 一 十 一
? ?










一 一 一 十
?
一 　 一 皿 一 一 一 一 一 一 一 一 　 一
?
S17オリル 十 一 十 ｝ 一 十 皿
?






クダル 十 　 十 一 一 十 一
?






S18オリル 一 十 一 一
? ?






















十 一 一 一 十 『 ｝ 一 一 一 一 一 一
?
S20サカ’ル 十 … 一 一 一 十 　
?








一 　 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
?




一 ～ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
?




























一 一 一 十 『
?
一 一 一 … 一 一 一
? ?
一 一 ｝ 一
?
S26オリル 十 ㎜ 十 『 　 一 ｝
?
一 一 一 一 一 一 　 一 一 ㎜ 一 一 一
?
S27サがル 一 十 一 一 　 十 『
?




十 ｝ 一 一 十 ｝
?
一 一 ｝ 一 一 一 一 一 一 … 一 一 一
?
















一 一 一 十 一
?
十 一 一 一 一 　 一 一 一 一 一 一 『
?




『 一 一 一 一 一 一 一
?
一 一 一 一 十
?




一 一 一 一 一 一 一 『
?
一 一 ㎜ 『 十
?
S32効プ 　 十 一 十
? ? ?
一 一 一 一 　 ｝ 皿 一
?
一 　 一 一
? ?




一 一 　 一 一 一 一 一
?








一 一 一 ｝ … 一 一 一
?
一 一 一 一
? ?
S34ウク 一 十 皿 十
? ? ?




















? ? ? ?
















S37ウカプ 一 十 一 十 十 十 十 皿 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
?




一 一 一 十
?






一 一 ｛ 一 一 一 一 ｝
?






一 一 ㎝ 一 一 一 ｝ 　
?
十 一 一 皿 一
?






　 一 一 一 ｝ 一 一 一 一 一 一 一 一
?




一 ｝ 一 十
S44トオル ｝ 十 『 一
?
皿 一 一 一 ㎝ 一 一 『 皿 一 一 一 一 一 一 一 十
S45クル 一 十 一 十 一 十 一 　 一 一 十 一 一 一 皿 一 ｝ 一 ｝ 一 一
?
S46砂 十 … 一
? ? ?
一 一 一 ～ 一 十 一
?
一 一 一 一 　 一 一
?








一 一 一 一 一 ｝ 一 十
S48トオル 十 一 一 一
?
一 皿 一 　 一 一 一 　
?




















㎜ 『 一 一 『 一 『 一 一 … 一 『 一 一 一 十
S52トオル 一
?






　 ｝ 一 　 一 一 一 　 一 一 一 一 一 一 一 一
?






一 一 ｝ 一
?










調査文 A 0 Sr G L D D1 D2 D3 D4 D5 D6 Du
? Cr S S1 S2 S3 S4 S5 P
S1アがル ? 一 一 十 一
?
十 一 一 一 一 一 一 ｝ 一
?
一 十 一 一 一 ’十

























十 一 一 一 一 一 一 ｝ 一
?
一 十 一 一 一 十




一 一 一 一 ｝ 一
?








十 一 一 一 一 一 一 十 ｝
?
















一 一 一 一 ｝ ｝ 十 一 一
?
　 　 十
S9アがル 一 十 一 一 一
? ?
一 一 一 　 一 一 ｝
?
十 一 一 一 一 一 十
S10アガル ? 一 十 一 一 十
?
一 一 一 皿 一 一 ｝ 一 一 一 一 　 ｝ ｝ 十




一 ｝ 一 皿 ｝ 一 ｝ 一 一 一 一 　 ｝ ｝
?




十 一 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 一 皿 皿 一
?
S13アガル ｝ 十 一 十 一 十 十 　 十 一 一 一 一 　 一 一 一 ㎜ 一 一 一 十






　 一 一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 十
S15アがル 　 十 一 一 一
? ?















一 一 一 ｝ 『 一 十 一 一
?
一 一 十




｝ 一 ｝ ｝ ｝ 一 一 一 一 一 一 一
?






… 一 一 　 一 一 一 一 十
S20サがル ? ㎜ 一 一 一
?
　 十 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 一 一 一 一
?
S21オリル 一 十 　 一 十
?
一 十 一 一 一 ㎜ 一 ｝ 一 一 一 一 一 … … 十
S22オリル 一 十 一 一
? ?
一 十 　 ｝ 一 一 一 『 一 　 一 一 一 一 一
?




一 十 ｝ 　 一 一 一 ｝ 一 十 ｝ 十 一 十 一 十
S24オチル 一 十 一 一 一
?
一 十 一 一 一 一 一 ｝ 　 十 一 十 ｝
?
｝ 十




一 一 一 一 一 ｝ 一
? ?
… ｝ 一 一 十
S26オリル
?







｝ 一 一 一 一 ｝
?
















一 　 　 一 一 　 一 一 一 一 一 一 　 十




一 一 一 一 ｝ 一 皿 一 … 一 一 一 十
S31ウカプ 一 十 　
? ? ? ?
一 皿 一 一 一 一 ｝ 一 十 一 ｝ 一 一 十
?




一 一 一 一 7 一 『 一 十 一 一 一 一
?
十










? ? ? ?









皿 ㎜ 一 一 一 ｝ 皿
?
一 ｝ 一 十 一
?
S36ウク 一 十 『 十 十 十 十 … 一 一 一 ｝ 一 ｝ ｝ 十
?
十 一 一 一
?
S37ウカプ ｝ 十 『 十 十
? ?
一 一 一 　 一 一 ｝ 一 一 一 ｝ 一 一 一
?
S38ウカプ 一 十 　 一 皿 十 十 一 一 一 一 　 一 　 一 一 一 一 一 一 　
?
S39ウカフ’ 一 十 　 ｝ 一
? ?






　 ㎜ ｝ 一 一 一 ｝ 一
? ?








一 一 一 一 一 一 　 一
? ?
　 一 一 一 十










　 十 皿 一 ｝ 一 一
?
｝ ｝ 一 十 ｝ 十 ’　一 一 一 十
S44トオル ｝
?
㎜ 皿 十 一 一 一 一 一 一 一 一 　 一 一 ｝ 一 一 一 ㎜ 牽




一 一 皿 一
?







一 　 一 一 一 十 一 十
?
一 一 … 一 一 一 十
S47イク
?
一 一 一 十
?
一 十 一 　 一 十 一 十
?





一 　 ｝ 一 ㎜ 皿 一 一
? ?








一 一 一 一
?
一 一 『 一
?
　 十 一 … 一 十




一 一 一 　 　 十 一 『 一 一 一 一 一 一 一
?




一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 一 皿 一 一 　 十
S52トオル ｝ 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ｝ 　 ｝ 一 一 一 一 一 　 一 十
S53トオル
?
一 一 一 十 一 一 ㎜ 一 一 一 一 一 ｝ ㎜ 一 一 一 ｝ 一 一 十
S54クル
?






｝ 一 一 一
?
一 一 　 　 一 『 　 ㎜ 一 一 十




























































































? ? ? ? ?






? ? ? ?









































? ? ?? ?
一 一
? ? ?

























































?? ? ? ? ?






? ? ? ?






一㎜ 　 十? ? ?
一
?















一 　 一 十②ノポル










? ? ? ?
一 一 十
? ?




























































? ? ? ? ?






? ? ? ?






























































































調査文 SubOb’ Sr G L D DuM CrSadPSlアがル 十 ｝ ｝ ｝ … ? ㎜ ｝ 一 ? ?
ノポル 十 一 一 一 ｝ 十 一 一 一
?
十
S2ノポル 一 一 一 一 十 一 一 十 ｝ 一 十




一 一 一 十
S4アガル 十 一 一 一 ｝ 一 ｝ ｝ 一
? ?
S5ノ毒∂ル 一 ｛ 一 十 一 一 一 十 一
? ?
S6アがル ｝ ｝ 一 十 ｝ 一 … 十 一 十 十
S7アがル 十 ｝ ｝ 一
?
一 ｝ 一 一 『 十
S8ノポル 十 一 十 一 一 一 一 一 一
?
十
S9アがル 十 一 ｝ ｝ ㎜ 一 一 ㎜ 十 十 十
S10アがル 一 一 十 一 ｝ ｝ 『 ｝ 一 一
?
S11アガル 十 一 一 十 ｝ ｝ ｝ ｝ 一 一 ・十
S12アがル ? 一 一 一 一 一 一 一 一 一 十
S13ノポル 十 一 一 十 一 皿 一 ㎜ 一 一 十
S14ノポル 十 一 一 十 一 ｝ 一 一 皿 一 十
S15アがル 十 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 一 十





『 一 一 』 一 『
?
十
S18オリル 一 一 一 一 十 一 一 一 『 一 十
S19クタ’ル ｝ 一 一 一
?
｝ 十 ｝ 一 一 十





｝ 一 一 一 一 十
S22サがル ? 一 ｝ 一
?
一 ｝ 一 一 皿
?
S23オチル 十 一 一 十 一 一 ｝ 一 一 一 十
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目「ゆっくり」であるのに対し，後者は主文の「ノボル」の意味特徴〈＋S3時間をかけてゆっ
くり〉から生成された「ゆっくり」なので，「ゆっくり」を削除した「歩いて富士山にノボル」
においては，意味特徴〈＋S3時間をかけてゆっくり〉は主文述語ノボルにしか関与しないよう
な意味関係が感じられるのではなかろうか。
　表7のS3・S13・S14から，アガルが文によってはく＋D3前方へ〉〈＋S3時間をかけてゆ
っくり〉〈＋P移動する〉を，S36からウカブが〈＋S3密着性を失って〉という意味特徴をとり
うる点で被験者Aと共通語とでは，基底レベルでの意味構造が異なっていると指摘できる。
　同様のことは，他の調査文にもいえる。S4「さっと5，6人の手がアガッた」では意味特徴
〈＋S2速く〉が語彙項目「さっと」に実現されるのに対し，　S24「車が崖の下ヘオチていった」
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図9　基底構造のデンドew（被験者B）
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図12構文構造のデンド圓（被験者欝）
5
4
3
2
1
　　　　　　　X　10　　　．　　　5　X2　6　　　　　　　8　　　　　　　　　2　　　　　4　　　　　戯　　　　　3　　　　　7　　　　　9
では基底でのく＋S2速く〉が構文構造には語形の形では表面化してきてはいない。この辺に基
底構造と構文構造との興味深い対応関係が隠されているようだ。S17「父が3階からゆっくりク
ダッテクル」が被験者Aに許容されるのも，クダルの基底レベルでの意味特徴〈＋S3時間をか
けてゆっくり〉が構文構造レベルの語彙項目「ゆっくり」の意味にあらわれていると考えられる。
「坂をクダル」「川をクダル」は許容されても「階段をクダル」が非文になることも，後者では
長い時間をかけてゆっくり階段をクダルようなできごとが日常生活にはほとんどないので，コノ
テーション上の違いとして処理可能である。
　これらの使用例とはちょっと異なる現象を見せたのがS・14「命令がオリル／クダル」という回
答である。共通語では「許可」なら「おりる」，「命令」なら「くだる」である。「命令がオリル」
では共通語と明らかに認知・用法が異なっているにもかかわらず，表7から表9へと単純にまと
めてしまうと，被験者Aのオリルと共通語「おりる」との認知差が消えてしまうことになり，問
題が残る。表9は移動動詞露語がどのような意味特徴を取りうるかをまとめたにすぎず，移動動
詞の語彙体系を作成するためには不可欠な表ではあるものの，基底構造での細部の用法差・意味
特徴差を見るには不向きな場合があるので，表7と表9とを常に見比べて認知差を判断する必要
がある。
　表9をクラスター分析（群平均法を適用）してデンドログラムで表示したのが図8である（図
7は共通語）。また，S1～S56に対する被験者Bの基底構造での語形と意味特徴との関係を示
したのが表8，それを語形ごとにまとめたのが表10である。基底レベルでの被験者Bのデンドロ
グラムは図9である。
7　被験者の共通点と相違点
表8および表10から明らかなとおり，被験者Bのアガルは基底構造で意味特徴の連鎖く＋D、
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上方へ〉〈＋S2速く〉〈一S3時問をかけてゆっくり〉またはく＋　D、上方へ〉〈＋D3前方へ〉
〈一S2速く〉〈＋S3時間をかけてゆっくり〉を安定して有し，ノボルの意味領域をほとんど浸食
して併用されている点で共通語と決定的に異なる。S8「煙突から煙がゆっくりアガッていく」
は，そのような基底構造から生成されたとしか考えられない。そして，ノボルの意味領域も共通
語とはややズレているので，S6「男性社員が50階建て高層ビルの屋上まで直通エレベーターで
一気にノボル」を回答してしまったのであろう。また，オリルが〈＋D2下方へ〉をもつので，
S22「壁に大きな看板がオりている」を回答しても被験者Bはとくに違和感は感じなかったので
あろう。
　このほか，被験者BがS46「子供たちが向こう岸まで川を泳いでトオル」と回答しているとい
うことは，被験者Bのトオルはワタルと同じように基底構造でのく＋G到着点〉　〈＋L場所〉が
許されていたことになり，日本語の構文構造が普遍的・絶対的かつ唯一の基底構造からつくられ
るのではないという可能性もでてくる。今後の実証的な調査研究が欠かせない。
　基底構造の意味特徴と構文構造の語彙項目との関係は，被験者Aのアガルを例にしてすでに述
べたが，仮に基底意味特徴〈＋S2速く〉から構文レベルの〈一F　Sad＞「速く」が，〈＋S3時間を
かけてゆっくり〉からく＋Sad＞「ゆっくり」が生成されるとしても，「速く＋移動動詞」「ゆっく
り＋移動動詞」という単文構造において，「速く」と「ゆっくり」が同時に同一の単文の中にあ
らわれることはないので，結局は基底構造の〈S状態〉としての，
　〈Sl密着性を失って〉
　〈S2速く〉
　〈S3ゆっくり時間をかけて〉
　〈S4重力をもろに受け〉
　〈S5浮力を受け〉
からは，どの意味特徴が選択されようとも，構文構造レベルではく＋Sad＞としての副詞類・修
飾語類は一つしか単文中には生成できないという規則が働いているようである。
　最後に，被験者A・Bの共通点は何か。共通の認知類型が存在するのか否か。まず，表7と表
8とを比べてみよう。S6・S8・S17・S18・S　22　eS　36　eS46で若干異なる部分が散見され
るものの，残りのフレームについては差違がない。アガルは両町験者ともに共通語とかなり意味
領域が違うが，その程度は被験者Bの方が大きい。表7・表8を見ると，被験者A・Bは共通語
と基底構造での意味特徴を異にする7用例のうち，S3・S13・S14の3用例で意味特徴を同じ
くする。が，表7・表8を語形ごとにまとめた表9・表10では，移動動詞12語中6語に部分的な
不一致が見られる。しかし，表16（被験者A）と表17（被験者B）を見比べると，構文要素の不
一致は3語に減少している。しかも，図11と図12のデンドログラムは両者の語彙体系がきわめて
近似していることを物語っている。被験者AとBの認知は基底構造においては，あれほど辛きか
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つたのに，意味特徴が統合されて生成される構文構造レベルでは，構造が接近して「誤答」が目
立たなくなるのである。
　これは，基底構造では被験者の「認知差」「個別性」があらわれやすいのに対し，構文構造で
はスリットの数が基底構造よりかなり減少するので，基底構造での詳細な意味特徴が構文構造レ
ベルで無理やり統合されて強い「規範性」「普遍性」を有するようになるからであろう。このこ
とは，「音韻」や「語彙」の階層では被験者個々人の「個別性」「変化性」が強いのに，「文法」
階層にいたると「普遍性」「保守性」が高くなる，という言語の一般原則と合致する。
　基底構造レベルでの12語の意味関係を示した図7～図9を見ると。図7（共通語）の右側のク
ラスターが図8（被験者A）では真中に移動してはいるものの，12語の語彙体系は整然と保たれ
ている。図9（被験者B）は図8にかなり近似している。また，構文構造レベルを表示した図10
（共通語）に対し，図11（被験者A）と図12（被験者B）では，①「アガル」が図IO右側のクラ
スターと結合しつつも語彙体系を維持しており，被験者A・Bの誤答の最大の要因が「アガル」
にあったことが分かる。
8　まとめと課題
　これまでの議論は次のようにまとめられる。
　A　使用語形の誤答は，単なる言い間違いではなく，それは被験者個々人の基底構造での意味
　　特徴の連鎖の違いに根ざしていて，それが構文レベルでの認知差・使用差を引き起こしてい
　　る。
　B　基底構造の意味特徴のすべてが構文構造レベルの語彙に反映されるわけではない。例えば
　　基底構造の〈S、密着性を失って〉　〈S2速く〉　〈S3ゆっくり時間をかけて〉　〈S4重力をも
　　ろに受け〉〈S5浮力を受け〉からは，どれか一つしか単文構造のスリット〈Sad＞には生成
　　されない。
　C　構文構造の「格」は基底構造での意味特徴の数よりかなり少ないので，構文構造レベルで
　　は認知差が際だたなくなって普遍性が高くなる。
　D　日本語の構文構造は普遍的・絶対的かつ唯一の基底構造からつくられるのではないという
　　可能性がある。
　50数例の調査文からはこのような結論になったが，上記A～Cが普遍性を有すると断定される
までには，さらに調査対象を広げた実証的な研究が欠かせない。共通語の「落ちる」や「行く」
には，基底構造の〈＋比較〉からつくられたと仮定される「昨年より成績が落ちた」「思ってい
たよりうまくいった」といった用例があるし，移動動詞は12語以外にもある。これらを調査対象
に加えれば，移動動詞ごとの基底構造も構文構造も当然のことながら変わってくる。今後の課題
としたい。
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〈注〉
（6）　留学生については，同年同月に第二次調査（6名），平成8年U月に第三次調査（9名）をおこ
　　なった。いずれも記入式の調査である。
（7）　「構文の認知と語彙項目の選択（1）」（『城西大学女子短期大学部紀要』14巻1号，平成9年3月）。
　　注の番号はすべて前稿からの通し番号とする。また，前稿の表1～6には誤植があった。本稿の
　　表7～14の細罫の枠内が共通語の修正データに相当する。
（8）基底構造レベルでのくS2速く〉〈S3時間をかけてゆっくり〉は構文構造レベルではくSad速く〉
　　やくSadゆっくり〉となり，語彙表現としては「速く」「ゆっくり」などとなる。
（9）述語が〈＋他動詞性〉をもてば目的語になり，〈一他動詞性〉をもてば（つまり自動詞・形容詞
　　・形容動詞・名詞述語であれば）主語となる。
（10）上記（7）の前稿では調査文S9「昨年の同じ時期に比べ物価は8％もあがった」，　S11「物価は
　　先月よりさがった」における格〈Cr比較〉が欠落していたので，本稿で加えた。
